
－71－

知的障害特別支援学校生徒のタブレットPC活用に係る研究

知的障害特別支援学校生徒のタブレット PC活用に係る研究

―保護者対象セミナーの効果を活かした ICT活用―
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－ How to use ICT on utilizing effect of seminar for parents －
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１．はじめに

　2014 年度より、特別支援学校高等部に在籍する生徒

に対して支給される就学奨励費において、タブレット

PCを始めとする ICT 機器の購入のために、学用品費の

上限３万円に５万円が加算されるようになった。その

後、特別支援学校高等部において、タブレット PCを所

持している生徒は、確実に増加している。しかしなが

ら、特別支援学校における ICT活用の環境は、タブレッ

ト PCを活用しやすい環境が整っているとは言い難い状

況がある。全国の特別支援学校を対象にしたアンケー

ト調査では、以下のような状況が明らかになった。（国

立特別支援教育総合研究所、2016）

①�学校内に無線LANに接続できる環境があると答えた特

別支援学校は 59.0% で、その内、普通教室において無

線 LANに接続できる学校となると、59.3% にとどまっ

ている。タブレット PCを活用するには、無線 LAN に

接続できる環境が必要である。

②�タブレット PCを２台以上保有している学校は、67.9%

であった。しかし 11台以上保有している学校となる

と 19.8% で、約２割弱の学校しかない状況である。

③�障害種別で集計すると、知的障害の特別支援学校は、

無線 LAN に接続できる環境についても、タブレット

PCの保有についても、特に肢体不自由の特別支援学

校と比べると、数値が低くなっている。

　特別支援学校における ICT 機器の活用は、2016 年度

に施行された「障害者差別解消法」において、学校に

義務付けられた合理的配慮の提供の観点からも必要不

可欠であると考えるが、現状はそうなっていないこと

が明らかである。また、このアンケート調査からわか

る通り、知的障害の特別支援学校の ICT機器の活用の環

境は、さらに遅れていることがわかる。肢体不自由教

育では、日常生活行動やコミュニケーションの指導に

おいて、ICT機器の活用が児童生徒にとって生活をする

上でなくてはならないものになってきている。

しかし知的障害教育においては、ICT機器の活用がなく

とも日常生活行動やコミュニケーションがある程度で

きる状況も見られる。それよりも保護者がICT機器の活

用を制限する状況が見られる。その要因として、ICT機

器の活用が、日常生活行動の妨げになったり、社会的

なリスクを伴うようなことが危惧されたりする状況が

あるからと推察される。

　その要因として、保護者がタブレット PCにさわった

ことがないという状況も報告されている。また、保護

者が ICT機器の活用に関して十分な理解がないと、活用

しきれなかったり、インターネットのトラブル等のリ

スクを回避するために使用させなかったりするような

状況も予想される。そこで保護者を対象にしたセミナー

を開催し、高等部卒業後の生活につなげる移行支援の

観点も取り入れ、卒業後は保護者が ICT機器活用の最大

の支援者になれるようにすることが必要だと考えた。

　さらに、特別支援学校における ICT機器の活用を進め

ていっても、高等部卒業後の社会生活において、ICT機

器の活用のリテラシーを本人だけに求めるというのは、

甚だ無理がある。また就労の現場等で、ICT 機器の活

用の支援を得られるかどうかは不透明である。そこで、

主に養育に当たる保護者のICT機器の活用のリテラシー

を高め、卒業後の生活における ICT機器の活用の支援者

となれるように、セミナーを開催すれば、その効果が

期待できるのではないかとか仮説を立てた。それらを

踏まえて、保護者対象セミナーの効果を検証すること

を目的とする。

*　　埼玉大学教育学部附属教育実践総合センター
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２．方法

　セミナーを開催する特別支援学校は、知的障害を対

象とすること、及び高等部生徒のタブレット PCの保有

率が高いことを条件に選定する。そこで選定したＡ特

別支援学校では、平成 26年度以降の高等部入学者の保

護者に対し、就学奨励費の補助を活用して個人のタブ

レット PCを購入し、卒業後の生活につなげられるよう

に、授業で自分のタブレット PCを使わせることも行っ

てきている。さらに、小学部、中学部、高等部と 12年

間通した ICTを活用した教育を推進している。

　本研究は、知的障害特別支援学校高等部の保護者を

対象として行なう。ただし開催するセミナーは、Ａ特

別支援学校の小学部と中学部の保護者にも案内し、内

容は高等部向けになることを承知してもらった上で参

加を可とする。具体的には、以下のように取り組む。

①�保護者対象セミナーを３回開催し、各セミナーの事前

と事後にアンケートを行ない、全体的な意識の傾向だ

けでなく、個別に３回の変容を明らかにしてセミナー

の効果を検証する。

②�セミナー講師からの情報提供を受け、タブレット PC

を活用したアプリ体験モニターを募集する。実際に

アプリを体験したモニターの報告を分析し、知的障

害者の社会生活に有効なアプリを明らかにする。

３．実践

（１）保護者対象セミナーの概要

①セミナー開催日時

　�2016年７月、９月、12月、いずれも午前９時30分から

11時 30分の３回シリーズ

②�講師　高松　崇　氏（ＮＰＯ法人支援機器普及促進協会

理事長・京都市教育委員会指導部総合育成支援課専門

主事）

③対象　Ａ特別支援学校保護者

④内容

　《１回目》活用の基礎基本

　　（活用の実際とお薦めアプリの体験）

　《２回目》日常生活で活用するために

　　（日常生活行動を支援するための活用方法）

　《３回目》社会自立を支援するために

　　（高等部卒業後の生活に移行する活用方法）

（２）セミナー参加保護者のアンケート

①事前アンケートと事後アンケートの実施

　�　セミナー受講の保護者には、セミナー開始前に行

なう事前アンケートと、セミナー終了後に行なう事

後アンケートに回答する協力を求めた。３回のセミ

ナーで、全て実施した。これらのアンケートの集計は、

延べ人数で集計した。

②事前アンケートの集計

〔事前Ｑ１〕

・お子さんの学部、性別を教えてください。

　（小学・中学・高等）部　（男子・女子）

　※小学部（１〜３年、４年〜６年）

〔事前Ｑ２〕

・タブレット PCを持っていますか？

〔事前Ｑ２−１〕保護者（母親）が

　（持っている、持っていない）

　※持っている場合（　ipad　・　ipad 以外　）

〔事前Ｑ２−２〕お子さんが

　（持っている、持っていない）

　※持っている場合（　ipad　・　ipad 以外　）

〔事前Ｑ３〕

・スマートフォンを持っていますか？

〔事前Ｑ３−１〕保護者（母親）が

　（持っている、持っていない）

　※持っている場合（iphone　・　iphon 以外）

〔事前Ｑ３−２〕お子さんが　

　（持っている、持っていない）

　※持っている場合（iphone　・　iphon 以外）

〔事前Ｑ４〕

・タブレット PCを活用する技量はどのくらいですか？

　 親 子

１ 持っていない、または使ったことがない。

２ 使える人に教わりながら触ったことがある。

３
使える人がそばにいれば、教わりながら

使ったことがある。

４
活用の目的は限られているが、ほぼ一人

で操作して使うことができる。

５
だいたいのことは、ほぼ一人で操作して活用

している。

６
新しいアプリや活用の仕方を積極的に試

して、活用している。

〔事前Ｑ６〕

・�タブレット PCを使ってみたいと思っていますか？　

（保護者自身が）

　※気持ちの度合いを 11段階から一つ選択。

・使ってみたいと思う内容は？（記述式回答）

〔事前Ｑ７〕

・�タブレット PCを使わせてみたいと思っていますか？

（お子さんに）

　※気持ちの度合いを 11段階から一つ選択。
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・使わせたいと思う内容は？（記述式回答）

③事後アンケートの集計

〔事後Ｑ１〕

・お子さんの学部、性別を教えてください。

　（小学・中学・高等）部　（男子・女子）

　※小学部（１〜３年、４年〜６年）

〔事後Ｑ２〕

・�今回のセミナーを受講して、タブレット PCを使って

みたいと思いましたか？（保護者自身が）

　※気持ちの度合いを 11段階から一つ選択。

・（保護者が）使ってみたいと思う内容は？

　（記述式回答）

〔事後Ｑ３〕

・�あなたが使ってみたい内容を実現することが可能で

すか？（保護者自身が）

　※気持ちの度合いを４段階から一つ選択。

１ すぐに活用できると思う。

２
自信はないが、たぶんやってみればできると

思う。

３
わからないときに、だれかに教えてもらえれ

ばできると思う。

４ 使ってみたいが、自分でやってみる自信がない。

〔事後Ｑ４〕

・�今回のセミナーを受講して、タブレット PCを使わせ

てみたいと思いましたか？（お子さんに）

　※気持ちの度合いを 11段階から一つ選択。

・（お子さんに）使わせてみたいと思う内容は？

　（記述式回答）

〔事後Ｑ５〕

・�あなたが使わせてみたい内容を、お子さんに使わせ

ることが可能ですか？（お子さんに）

　※気持ちの度合いを４段階から一つ選択。

１ すぐに使わせられると思う。

２ 自信はないが、たぶん使わせられると思う。

３
わからないときに、だれかに教えてもらえれば

使わせられると思う。

４ 使わせてみたいが、自分で教える自信がない。

（３）アプリ体験モニター（保護者）の実施

①実施時期　８月及び 11月

②モニター　Ａ特別支援学校高等部保護者

③内容　

　アプリを体験した結果を記録用紙にまとめる。

４.結果

（１）セミナー事前アンケートの結果

 ※気持ちの度合いを 11 段階から一つ選択。 

 ・使わせたいと思う内容は？（記述式回答） 

③事後アンケートの集計 

〔事後 Q１〕 

 ・お子さんの学部、性別を教えてください。 

（小学・中学・高等）部 （男子・女子） 

※小学部（１〜３年、４年〜６年） 

〔事後 Q２〕 

 ・今回のセミナーを受講して、タブレット 

PC を使ってみたいと思いましたか？ 

（保護者自身が） 

※気持ちの度合いを 11 段階から一つ選択。 

・（保護者が）使ってみたいと思う内容

は？（記述式回答） 

〔事後 Q３〕 

 ・あなたが使ってみたい内容を実現するこ 

とが可能ですか？（保護者自身が） 

※気持ちの度合いを４段階から一つ選択。 

〔事後 Q４〕 

 ・今回のセミナーを受講して、タブレット 

PC を使わせてみたいと思いましたか？

（お子さんに） 

※気持ちの度合いを 11 段階から一つ選択。 

・（お子さんに）使わせてみたいと思う内容

は？（記述式回答） 

〔事後 Q５〕 

 ・あなたが使わせてみたい内容を、お子さ

んに使わせることが可能ですか？ 

（お子さんに） 

※気持ちの度合いを４段階から一つ選択。 

 

（３）アプリ体験モニター（保護者）の実施 

①実施時期 ８月及び１１月 

②モニター Ａ特別支援学校高等部保護者 

③内容  

アプリを体験した結果を記録用紙にまとめる。 

４.結果 

（１）セミナー事前アンケートの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ すぐに活用できると思う。  

２ 自信はないが、たぶんやってみれ

ばできると思う。 

 

３ わからないときに、だれかに教え

てもらえればできると思う。 

 

４ 使ってみたいが、自分でやってみ

る自信がない。 

 

１ すぐに使わせられると思う。  

２ 自信はないが、たぶん使わせら

れると思う。 

 

３ わからないときに、だれかに教

えてもらえれば使わせられると

思う。 

 

４ 使わせてみたいが、自分で教え

る自信がない。 

 

30%

14%52%

4%

前前QQ22--11  保保護護者者・・

タタブブレレッットト

A.持っている

（iPad）
B.持っている

（iPad以外）

C.持っていない

無回答

21% 0%

76%

3%

前前QQ22--11  保保護護者者・・タタブブレレッットト

（（高高等等部部ののみみ））

A.持っている

（iPad）
B.持っている

（iPad以外）
C.持っていない

無回答

36%

11%

48%

5% 前前QQ22--22  子子どどもも・・

タタブブレレッットト

A.持っている

（iPad）
B.持っている

（iPad以外）
C.持っていない

無回答

93%

0%
7% 0% 前前QQ22--22  子子どどもも・・タタブブレレッットト

（（高高等等部部ののみみ））

A.持っている

（iPad）
B.持っている

（iPad以外）

C.持っていない

無回答
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1% 1%

28%

32%

31%

7%
0%

前前QQ55--11  保保護護者者・・ススママホホ技技量量
1.持っていない、使ったことがない

2.使える人に教わりながら触ったこと
がある
3.使える人がそばにいれば、教わりな
がら使ったことがある
4.活用の目的は限られているが、ほぼ
一人で操作して使うことができる
5.だいたいのことは、ほぼ一人で操作
して活用している
6.新しいアプリや活用の仕方を積極的
に試して、活用している
無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46%
46%

8% 0%

前前QQ33--11保保護護者者・・

ススママホホ
A.持っている

（iPhone）
B.持っている

（iPhone以外）

C.持っていない

無回答

4%

9%

87%

0%

前前QQ33--22  子子どどもも・・

ススママホホ
A.持っている

（iPhone）
B.持っている

（iPhone以外）

C.持っていない

無回答

11%

8%

22%

32%

15%

8%
4%

前前QQ44--11  保保護護者者・・タタブブ技技量量

1.持っていない、使ったことがない

2.使える人に教わりながら触ったこと
がある
3.使える人がそばにいれば、教わりな
がら使ったことがある
4.活用の目的は限られているが、ほぼ
一人で操作して使うことができる
5.だいたいのことは、ほぼ一人で操作
して活用している
6.新しいアプリや活用の仕方を積極的
に試して、活用している
無回答

10%

16%

52%

13%

3% 6% 0%

前前QQ44--22  子子どどもも・・タタブブ技技量量 1.持っていない、使ったことがない

2.使える人に教わりながら触ったこと
がある
3.使える人がそばにいれば、教わりな
がら使ったことがある
4.活用の目的は限られているが、ほぼ
一人で操作して使うことができる
5.だいたいのことは、ほぼ一人で操作
して活用している
6.新しいアプリや活用の仕方を積極的
に試して、活用している
無回答
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9%

11%

3…12%

3%

28%

0%
前前QQ55--22  子子どどもも・・ススママホホ技技量量

1.持っていない、使ったことがない

2.使える人に教わりながら触ったこと
がある
3.使える人がそばにいれば、教わりな
がら使ったことがある
4.活用の目的は限られているが、ほぼ
一人で操作して使うことができる
5.だいたいのことは、ほぼ一人で操作
して活用している
6.新しいアプリや活用の仕方を積極的
に試して、活用している
無回答

1% 1%
3% 4%

6%

13%

8%

12%17%

12%

19%

4%
前前QQ66  保保護護者者使使っっててみみたたいいかか

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
無回答

（記述回答）
子どもの成長や教育に役立
ちそうなもの、日常生活に
役立つもの、スマホではで
きないもの、我が子の要望
を叶えられるようになりた
い、スケジュール・家計管
理、我が子とのコミュニケ
ーションツール、家庭でで
きる学習アプリ等

0% 1%
5%

3%
4%

15%

8%

13%16%

10%

19%

6%
前前QQ77  子子どどもも使使わわせせたたいいかか

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
無回答

（記述回答）

楽しく学べる学習アプリ、

日常生活に役立つもの、家

庭での余暇活用、意思の表

出、コミュニケーションツ

ール、スケジュール管理等
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（２）事後アンケートの結果

 

 

（２）事後アンケートの結果 
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11%

53%

31%

4% 1%
後後QQ33  保保護護者者・・タタブブレレッットト実実現現

1.すぐに活用できると思う

2.自信はないが、たぶんやってみれ
ばできると思う
3.わからないときに、誰かに教えて
もらえばできると思う
4.使ってみたいが、自分でやってみ
る自信がない
無回答

0% 0% 2%
3% 3%

8%

6%

11%

17%
14%

35%

1%
後後QQ22  保保護護者者・・タタブブレレッットト使使用用ししたたいい

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
無回答

（記述回答）

AppleTV・テレビで動画鑑

賞、お絵描き、Quiver、
「まねるんです」、「つく

るんです」、音楽作曲、写

真・動画保存整理、動画作

成、静かに待つタイマー、

持ち物チェック、家計簿、

料理レシピ、翻訳、VOCA、

電子書籍等

9%

37%38%

15%
1% 後後QQ５５ 子子どどもも・・タタブブレレッットト実実現現

1.すぐに活用できると思う

2.自信はないが、たぶんやってみればで
きると思う
3.わからないときに、誰かに教えてもら
えばできると思う
4.使ってみたいが、自分でやってみる自
信がない
無回答

0% 1%
2% 3%

3%
9%

7%

8%

15%13%

38%

1%

後後QQ４４ 子子どどもも・・タタブブレレッットト使使わわせせたたいい

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
無回答

（記述回答）
文字の学習、学習につながるゲ
ーム、カメラ、AppleTV・テレ
ビで動画鑑賞、タイマー、スケ
ジュール管理、生活リズム確立、
持ち物チェック、今何時？、音
楽作曲、お小遣い帳、アシスト
スマホ、YTkids、YouTubeKids、
お絵描き、動画作成、お手伝い、
料理レシピ、写真選択等で意思
伝達、居場所を伝える等
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５.考察

（１）セミナーアンケートの結果から

　まず、事前アンケートＱ２の結果から、本セミナーの

受講者であるＡ特別支援学校の特徴が表れている。高

等部生徒のタブレット PC保有は、就学奨励費の活用で

高等部入学後に iPad を購入しているので、ほぼ全員が

保有している。ところが保護者においては、小中学部

の保護者を含めた保有率よりも、高等部の保護者の保

有率が下回っている。そのため、特に高等部の保護者

を対象にした、タブレット PCの活用セミナーを開催す

ることの意義があるといえる。

　続いて、事前アンケートＱ６及びＱ７の結果から、

タブレット PCに対する期待と不安が推察される。保護

者自身及び我が子に対して、タブレット PCを使いたい、

又は使わせたいという気持ちの度合いには、保護者に

よってまちまちであり、その思いには大きな開きもあ

る。その背景には、インターネットを活用することに

対して、トラブルに巻き込まれるのではないかという

危惧がぬぐえない状況があるといえる。保護者が使い

たい、又は我が子に使わせたい内容について、「危険で

ないもの」という表現で、ネットトラブルに対する警

戒感を表現した回答が複数あった。インターネットに

対する正しい理解と、トラブルに巻き込まれないよう

にするリテラシーの形成は、タブレット PCの活用を促

進する上で必要不可欠であるといえる。

　セミナー受講後のアンケートＱ２からＱ５の結果か

ら、タブレット PCを保護者が使いたい、我が子に使わ

せたい思いが、受講前の思いよりも確実に上昇してい

る。さらに使ってみたいと思う内容は、受講前が抽象

的な思いであったり、我が子の学習や生活に直接活か

せるものであったりという内容が多かった。しかし受

講後は、具体的に使いたいアプリの名称や学習や生活

に直結しなくとも面白そうなものをあげるように変容

している。これはタブレット PCへの興味関心を高めた

成果であり、その思いが高まることで、保護者が主体

的にタブレット PCを活用し、我が子の生活にも活用し

ていく原動力になると考える。

（２）アプリ体験モニター報告から

　現在、タブレット PCで活用できる様々なアプリがあ

るが、特別支援教育に特化したアプリというのは、決し

て多くはない。本セミナーで講師の高松氏からの提案で

は、元々知的障害者が活用することを想定していなかっ

たアプリでも、ユーザーの活用の仕方によっては有益

なものがたくさんあるということであった。そこで本

セミナーを受講した高等部の保護者に様々なアプリを

活用してもらったが、その報告で興味深いのが我が子

には合わなかったという報告である。

　その合わなかったという理由には、アプリを活用する

高等部生徒の障害と発達の状況との関わりがある。保

護者がアプリを活用しようと思う背景には、こうした

い、こうなってほしいという思いがあるはずである。そ

こで、そのためのアプリを選択して活用するが、実際

に試してみると、我が子が目的以外のところにこだわっ

てしまったり、目的と違うところに達成感も持ってし

まったりという状況があった。これは実際に試してみな

いとわからなかったことであり、知的障害者のタブレッ

ト PC活用の事例が少ないだけに、興味深い報告となっ

た。

６.まとめと今後の課題

　保護者の情報及びメディアリテラシーを高めるセミ

ナーは、タブレット PCに対する保護者の興味関心を喚

起し、我が子のためにというよりも、我が子とともに

活用していこうとする意識を高めることができた。さ

らに進めるためには、インターネットトラブルに対す

る正確な知識と対応のリテラシーの形成が必須である。

タブレット PCを含む ICT 機器の活用を推進するために

は、学校だけでなく、保護者に働きかけた取り組みが

必須である。そのために、事例の蓄積と新たな活用の

開発が課題である。さらに今後は、合理的配慮の提供

の観点で整理することが必要である。
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